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・支部としての新年の抱負
　新年あけましておめでとうございます。本
年もどうぞよろしくお願いします。
　会員企業の皆様におかれましても日頃より
支部活動への多大なご協力ありがとうござ
いました。
　昨年は支部会員を増やす事を最優先とし
ておりましたが、新型コロナウイルスの影響も
あり活動が滞ってしまいました。今まで出来
なかった働き方改革（テレワークなど）が加
速した年でもありました。
　一方北海道は、観光、インバンドで成り
立っている所もありますので、新型コロナウイ
ルスは北海道産業に大打撃を与えました。
　今年は、デジタル庁も発足予定ですので、
ますますIoT化が加速すると思われます。ピン
チをチャンスに変える様にチャレンジして行
きたいと思います。
・２０２１年の景気見通し
　先行き不透明な部分もありますが、前半ま
では、現状維持かと思われますが、後半は景
気拡大するを期待しています。
・支部長のチャレンジ目標
　昨年出来なかった会員を増やす事と支部
として機能するようにする。他支部との交流
を深める。

　新年あけましておめでとうございます
①東北支部としての新年の抱負　
　この一年コロナ禍で何一つ活動できな
かった。東北支部の昨年とかわらず、抱負は、
「協業推進委員会」との連携により、一にも二

に会員加入を促し、
●支部会員にとって、JASA会員であることの
メリットが享受できるような活動を行う
・本部、他支部との交流（Webinar等活用）
・支部会議の活性化による各社の事業拡大
・本部での各種活動を支部にて紹介頂き、
支部会員の今後の活動に活かす
・他団体とのコラボレーション
　これまでも、マシンインテリジェンス研究会
（MITOOS）との合同勉強会を行ってきたが
他団体（いわて組込み技術研究会等）との連
携をより強くし、支部活動の活性化を図る。
②２０２１年の景気見通し
　2021年はコロナ禍の景気後退から、どう
なるか？まだ不透明である。社会活動や消費
活動の停滞がどこまで長期化するのか？そ
の後はどんなかたちで治療薬やワクチンが
寄与するのか？いずれにしても早くコロナの
終息を祈う。
　今まで以上に、多様性の時代、IoTイノ
ベーションはDX時代に沿ってAI技術活用
やクラウド化などが益々進み色々な革新が
起こると考える。そこにはチェンジがチャンス
を呼ぶと考えられる。それを活かしたい。
③支部長のチャレンジ目標 
　この多様性の時代に
１．本JASA活動に新たなイノベーションにつ
ながる活動を発案・提案したい(技術追求か
ソリューション追求か？)
２．自社の事業として新たなブランド商品を
上梓して良きスタートをしたい。

　新年明けましておめでとうございます。
　2021年令和3年がスタートしました。
　COVID-19の影響は、未だ収まる気配が
ありません。テレワーク／オンライン会議に
代表される「新しい日常」と言う活動様式
は、当業界においては浸透／定着しつつあり

ます。
　一方で、JASAが大事にしてきた会員相互
のコミュニケーション／コラボレーション推
進は、試行錯誤を繰り返しながらも、本来の
水準には戻っていないように感じます。
　人と人がリアルに向き合うことを良しとし
ない、このウイルスは、ある意味JASA活動の
意義を真にあぶりだすことに繋がっているか
もしれません。
　関東支部会議においてはセミナー講演を
中心に置きつつも、相互コミュニケーション
を重視する方向に転換してまいりました。
　会員間の真の課題をリアルタイム交流する
ことで、新たな付加価値認識に繋がるのでは
ないかと考えました。
　未だ途上ではありますが、オンライン環境
下でも新たな双方向理解の形が見いだせる
ことを祈っております。
　本年もよろしくお願い申し上げます。

①支部としての新年の抱負
　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、コロナ禍一色でした。ことしも直ぐ
に変化がある気配はありません。
　第3波の猛威に晒されての新たな年を迎
えている中ですが、希望だけは失いたくない
と考えています。中部支部は、産業基盤の揺
らぎが今後どのように収束して行くかが懸
念ですが、支部活動を通して新しい時代へ
向かうにつけ、安定した時代から変動や変
革の時代へとなる中、支部活動も時代に対
応した新たなニーズに応えるものにしていき
たいと思います。どうかよろしくお願いいたし
ます。
②２０２１年の景気見通し
　コロナ禍に於いて、昨年は各種の統計指
数は周りの経済状況とは異なり、一時的な急
降下後に少しばかり停滞感がありましたが、

新年に寄せて ～支部長ご挨拶
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その後に回復基調を伝えていました。
　新しい年は、期待としては本格回復です
が、政府広報の拡大基調のようには行かな
いだろうと考えています。あい変らずの米中
問題が長引く中で、コロナ禍による消費経
済の落ち込みが、製造業中心の中部地域
へも大きな後退感が継続する可能性があり
ます。
　202１年を考えると、IT/ICT関連業界は、
全産業界で一律好不況で無くなっているよ
うにまだら模様が一段と進むものと考えられ
ます。少子高齢化と人手不足が深刻化する
中でのコロナ禍による社会生活への変容の
要求に対して、どの様に対処するかが新たな
技術革新テーマと共にJASAの取り組み
テーマになって行くと考えます。
③支部長のチャレンジ目標 
　支部長として、コロナ禍によるとはいえ何も
活動できなかった昨年を考えたとき、支部の
活動意義を改めて支部会員と共通のテーマ
として考える年にしたいと思います。
　これまでのあたり前にあった活動から、
地域の会員に有意義な活動を如何に創り
出すかといった年にして行けるなら、いわゆ
るWithコロナ、Afterコロナと云われる次代
への入り口を模索して行きたいと考えてい
ます。
　具体的な活動は、昨年のこともあるので今
後に於いて地域の会員からのご支援やご協
力を得て考えて行きます。
　ご指導ご鞭撻をお願いします。

　新年にあたりご挨拶申し上げます。
　新型コロナの影響により真のグローバル
化が進む中、オンライン、VR、RPA、AIといっ
た技術はニューノーマルとして組み入れら
れ、2021年後半からはさらなる新しい技術
を基盤としたデジタルサービスが立ち上がる

可能性を秘めています。ラジカル・イノベー
ションが期待されます。
＜地域先進人材育成と技術進化への対応＞
　こうした変化、進化、成長の先頭に立つエ
ンジニア、そして将来の社会経営を担えるエ
ンジニアの育成を目指して、高等教育機関、
研究機関、地域業界団体、行政機関と連携
し、産学官での活動を活発化したいと考え
ています。イノベーションチャレンジやETロ
ボコンへの参加者、協力者を拡大し、また地
域におけるロボコンや活動の場、情報交換
の場、交流の場づくりを進め、さらに新しい
技術を活動に取り入れることでさらなる人
材育成プラットフォームの成長にも寄与して
いきたいと思っております。ともにご参加を、
ぜひ。本年も、よろしくお願いいたします。

　新年あけましておめでとうございます。思
い返せば昨年はコロナに始まりコロナに終
わる年であり、皆様におかれましても様々な
対応に追われる一年になったことと存じま
す。2021年においても、まだまだ様子をうか
がいながらの日々が予想されますが、我々
がニューノーマルな社会を牽引していく、そ
んな一年になることを期待しております。
・支部として新年の抱負
　感染状況を鑑みながらも支部活動として
は萎縮することなく、Withコロナ時代にフィッ
トする活動を進めて参ります。セミナー等はオ
ンラインが中心になりますが、リアルでは提
供できなかった価値を意識し、オンラインな
らでは良さを追求していきます。また近畿支
部自慢のコミュニケーションはしっかりと維
持、促進して参ります。
・支部の活動目標
　近畿支部では本部事業展開、人材育成、
全国展開、会員増強、団結力強化という5つ
の重点課題を設定し、会員企業にとって「使

えるJASA」を目標としております。また2025
年には大阪・関西万博を控えており、関係機
関との連携を進めて参ります。ニューノーマル
時代においても、これらの取り組みについて
しっかりと会員企業に評価いただけるよう邁
進していく所存です。

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年中は九州支部の活動に格別なるご支
援を賜り、心より感謝申し上げます。
　新しい年のスタートに際し、ご挨拶申し上
げます。
　昨年は、心ならずもCOVID-19の対応に
終始したと言っても過言ではなく、あらゆるイ
ベントがオンラインでの開催を余儀なくされ
ました。
　九州支部としましては、例年、参加していた
「モノづくりフェア(九州)」への参加も見送る
こととなり、あわせて、九州地区に多数あるコ
ミュニティとの連携も難しく、地方拠点の在り
方・存在意義を改めて考えさせられる1年と
なりました。
　今年は、DXに下支えされながら東京オリ
ンピックが無事開催され、景気回復・経済再
生のきっかけになればと切に願うばかりで
す。
　本年開催を見込んでいるイベントは、まだ
まだこれから工夫と改善と加えながら、今置
かれている環境下でどういった活動が求め
られ、どの様に訴求出来るのか、私達九州支
部も一丸となって考え、本部との連携をこれ
まで以上に深めながら取り組んでいく所存
です。
　今だから出来ること、このような社会環境
だから取り組めること等、何とか意義を見出
して活動していければと考えております。
　本年も、変わらぬご協力・ご支援の程、宜
しくお願い致します。
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